
4月の道内景況　情報連絡員レポート
主要DIはさらに悪化　売上高はマイナス70を割り込む

景況天気図（前年同月比）

（凡例） 30以上 10〜 29 9〜△ 10 △ 11〜△ 29 △ 30以下

　主要DIの推移では、本年1月から4ヶ月連
続で「景況」「売上高」「収益状況」すべてが大
幅に悪化した。
　業種別に見た前月との比較では、非製造
業は全項目で前月から大きく落ち込んだ一
方、製造業では「取引条件」と「雇用人員」で
多少の改善が見られた。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減
少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた値（D・I）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

全業種 製造業 非製造業

3月 4月 前月比 3月 4月 前月比 3月 4月 前月比

業界の景況 △9.6
↘

△2.4
↘

△13.5
↘

△55.1 △64.7 △56.3 △58.6 △54.4 △67.9

売 上 高 △17.8
↘

△8.6
↘

△22.4
↘

△52.8 △70.6 △50.0 △58.6 △54.4 △76.8

収 益 状 況 △9.4
↘

△5.2
↘

△11.6
↘

△50.6 △60.0 △50.0 △55.2 △50.9 △62.5

販 売 価 格 △5.1
↘

△11.3
↘

△1.9
↘

△9.0 △14.1 △9.4 △20.7 △8.8 △10.7

取 引 条 件 △5.4
↘

2.2
↗

△9.2
↘

△14.6 △20.0 △12.5 △10.3 △15.8 △25.0

資 金 繰 り △6.1
↘

△10.1
↘

△4.1
↘

△30.3 △36.5 △31.3 △41.4 △29.8 △33.9

雇 用 人 員 △4.5
↘

1.8
↗

△7.6
↘

△21.3 △25.9 △15.6 △13.8 △24.6 △32.1

主要DI の推移
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景況 売上高 収益状況

H31.4 R1.5 6 7 109 11 12 R2.1 2 3 48
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・例年 4〜6月は工事の稼働率としては他の月より低いが、今年度は特に新型コ
ロナウイルスの影響で発注予定の物件が中止・延期になることが多く、売上が
減少している。工事量が減っている中で休業対策や人との接触機会を最小限に
減らすなどの対策も講じなければならず、受注機会の減少と併せてこれから先
の資金繰りの悪化に大きく影響することが予測される。道内の建築業者の中で
現場を自主的にストップする動きが出てきている中、他の現場にも波及する可
能性もあり、更に厳しい状況が想定される。� （電気工事／全道）

・新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、建設工事現場における作業中断が
みられるほか、資材調達難による住宅等の工期遅延などが散見される。

� （左官工事／全道）
・燃料価格の下落が収益改善に寄与しているが、売上高は減少しており先行きに
不安を感じる。� （一般貨物自動車運送／苫小牧）

・緊急事態宣言を受けた百貨店や外食産業等の休業、閉鎖が大きく影響し、食品
問屋や大手食品加工業のチャータ業務打ち切りが相次いだ。軽運送業者のみな
らず一般運送業でも売上に大きな打撃を受けた一方、インターネットでの購入
増により宅配、ネットスーパーについては微量ではあるが売上増加となった。

� （一般貨物自動車運送／全道）
・青果物は市況が改善され流通量は昨年比増。雑貨類は新型コロナウイルスの影
響で増加。建設・機械関連は工期延期により減少。輸入コンテナは回復傾向に
ある。原油価格の大幅な値下がりは運輸業界ではプラス要素だが、今後荷主か
ら軽油価格の低下を理由とした料金改定申し入れがなされる懸念がある。

� （一般貨物自動車運送／石狩）
・売上高は前年同月比 49.1％減少。乗務員数は前年同月比 4.9％減少。3月分チ
ケット取扱高は前年同月比 40.6％減少。� （一般乗用旅客／旭川）

非製造業（建設・運輸業）

・新型コロナウイルスの影響で観光客向け、学校給食向けの売上は激減した。巣
ごもり需要の高まりを受けて小口顧客の売上は堅調だが、補うほどではない。

� （水産食料品／全道）
・組合員の水産加工場は秋鮭シーズンを除いてホタテ加工主体で稼働しており、
ホタテについては安定した漁獲量を確保しているが、新型コロナウイルスの影
響で輸出できない状態が続き、国内では供給過多のため値段が下落している状
況。工場を稼働させるため製品を冷凍保存しているところもあるが、限界があ
り厳しいとの声が聞かれる。� （水産食料品／網走）

・3月単月の出荷量は味噌は前年比増、醤油は減少。味噌の特売価格に下落が見
られる。現状が長引けば業務用味噌の出荷量に多大な影響が及ぶと思われる。

� （味噌・醤油／全道）
・百貨店等の休業を受けて婦人服製造はストップしている。5月以降はほぼ受注
がなく、現状各企業は倒産状態にある。� （繊維工業／全道）

・製材市況は、カラマツは弱保合、エゾ・トドマツは弱保合。原木市況は、カラ
マツは保合、エゾ・トドマツは保合。梱包材、パレットの受注が少なく荷動き
は非常に悪い。製材工場としては、在庫を多く抱えている模様。原木価格は高
止まりしているが、製品受注に陰りが出始め、価格転嫁が難しくなっている。

� （一般製材／全道）
・新型コロナウイルスの影響で販売不振が続いている。� （加工紙／全道）

・パチンコ業界の営業自粛、量販店の特売チラシ等の自粛により売上は大幅減。
� （印刷・同関連業印刷／札幌）
・4月の生コン出荷量は前年同月比 90.3％の約 173千m3。
� （窯業・土石製品製造業／全道・生コン）
・新築物件は通常通り動いているが、病院・老敬施設等の改修工事はほぼストッ
プ状態。一般住宅はリフォーム等が先延ばしにされ、既に売上が減少してい
る。硝子・建具の見積依頼件数も激減しており、先が見えない状況。

� （窯業・土石製品製造業／全道・ガラス）
・新型コロナウイルスの影響で国内向けの受注は低迷、海外向けは自動車など公
共関連を除いて停滞が顕著。材料、副資材は国内在庫を取り崩して手配してい
る。� （銑鉄鋳物／全道）

・新型コロナウイルスの影響で需給ギャップが拡大し、鋼材価格の値崩れ予想に
基づく値下げ機運が非常に高まっている。� （金属製品／室蘭）

・新型コロナウイルスの感染拡大により、本州企業が関係する発注物件の急遽
キャンセルや今後の発注打ち止めが発生している。� （金属機械工作／札幌）

・3月から 4月にかけ、新型コロナウイルス対策の商業施設向けビニールカーテ
ンの受注が増加した。今後の状況によっては土木作業現場の延期や各企業の設
備投資縮小等も考えられ、先行きが不安である。� （金属機械工作／全道）

製造業

・靴履物は小売店の閉鎖や倒産により市場が混乱状態。在庫も増加し減収減益と
なっている。建築資材は新規工事物件の減少を受けて売上減。医療機器では感
染症対策用の資材が調達できない一方、一般の検査や手術がストップし機材、
試薬の需要が減少している。事務機器は時短やテレワークの影響で需要低迷。

� （各種商品／札幌）
・スーパーとの取引は内食化の強まりと買いだめ需要を受けて伸長する一方、観
光関連の菓子土産はほぼ売上がなく大きな打撃を受けている。� （菓子／全道）

・新型コロナウイルスの影響でトイレ機器等の入荷や住宅着工に遅延が生じてい
る。� （木材／全道）

・スーパー等の食料品や日用品を扱う店舗以外は全業種で大幅に売上が減少し
た。燃料系でも、外出自粛によるガソリン需要の減少に加え価格下落から売上
が落ち込んでいる。キャッシング売上も大きく減少し、収益は悪化している。

� （各種商品／旭川）
・日曜日を除いて休まず営業しているが、経費を抑えるため、早めに閉店したり
従業員を早上がりさせる店が出てきている。規制の対象外で休業補償金等が出
ないため、運転資金の借入に動いている店もある。� （各種商品／小樽）

・4月取扱高は前年比 86％。新型コロナウイルスの感染拡大で飲食店等のサー
ビス業は多大な影響を受けており、現状を乗り切る対応策を模索している状
況。� （各種商品／苫小牧）

・売上高は対前年比 92.8％。外出自粛の影響で来店客数が減少した。
� （野菜・果実／札幌）
・原油価格は世界経済の低迷を受け続落しているが、緊急事態宣言により前月か
ら引き続き学校・公共施設が閉鎖し、外出規制により暖房用燃料、車両用燃料
の販売量が大幅に落ち込んだことで大変厳しい経営状況となっている。

� （燃料小売業／稚内）
・4月の卸値は大幅な値下げ改定で推移、小売店の販売価格も下方修正で推移し
た。収支状況では従来と同様に量販店の安値攻勢による厳しい利益口銭の圧縮
に加え、新型コロナウイルスの影響で販売量の減少幅が大きく収益減となっ
た。学生アルバイトの出勤が制限され雇用人員も減少している。

� （燃料小売業／旭川）
・自転車店は営業自粛の対象ではないが、人出がないため、先月まで順調に推移
してきた売上も頭打ちしている。中国からの物流は安定しつつあり、部品等の
確保は目処がたってきている。� （自転車・自動車／全道）

・新型コロナウイルスの影響で外国人観光客の来店は全くなく、国内ツアー客も
ほぼ無かった。緊急事態宣言を受け、通常の 5〜 10％割引価格でインター
ネット販売を始めたところ、かなりの反響があった。� （鮮魚／釧路）

・組合全体の前年比は 100.1％。食料品関連は前年比 106％。ホームセンター
は前年比 117％。それ以外の一般店は前年比 80％。商店街 40店舗中 12店
舗が休業し、人出もなく閑散としているため、営業時間を短縮する店も多い。

� （各種商品／芦別）
・新型コロナウイルス感染防止のため、積極的な顧客訪問ができない状況。テレビや

冷蔵庫等の人気商品の不足もあり、売上が減少している。�（電気機械器具／全道）
・原油価格の乱高下、為替の動向、投機マネー流入等の影響を受け、仕切り価格
が大きく動いていることもあり、4月は末端での値取りができ得ない販売事業
者も多く、依然厳しい経営環境が続いている。ガソリン・灯油等石油製品の 4
月の販売動向は、新型コロナウイルスの影響による需要減が響き予想をはるか
に下回る結果となった。依然続く節約基調も重なり、定量買い、定額買いにも
顕著に表れている。末端販売店にあっては、厳しい競争環境等を背景に確実な
転嫁ができていない。� （燃料／全道）

・新型コロナウイルスの感染拡大により、商品車の仕入れや販売等に影響が生じ
ている。小売フェア等における成約は出展台数の 40％程度にとどまる。

� （中古自動車／札幌）
・地元百貨店の 3月売上高は前年同月比 29％減の 4億 1,769 万円。外出自粛
要請を受け来館者数が減少したためと思われる。4月共通駐車券の利用は前年
同月比 57.6％、買物共通バス券は前年同月比 66.7％に減少。新型コロナウイ
ルスの影響は大きく、飲食店を中心に休業する店が相次ぐ一方、テイクアウト
対応する店舗等も増えているが、街に人出がなく、厳しい状況が続いている。

� （帯広市／帯広）
・新型コロナウイルスの影響で来街者が激減した。街区内に休業店舗は 6店あ
り、非常に厳しい状況に置かれている。� （網走市／網走）

・休業要請を受けてサウナの営業を取り止めたが、サウナ休業は公衆浴場の経営
に著しい影響を及ぼすことから、現状が長引けば収入の大幅な減少につなが
り、固定経費等の支払いも厳しくなると思われる。� （公衆浴場／全道）

・新型コロナウイルスの影響で、企業の業務革新を進める上で必要なシステム開
発投資を積極的に進めていた発注元の大手企業を中心に業績悪化が確実視さ
れ、システム開発への投資抑制が現実になってきている。その影響はシステム
開発を受託する道内の中小 IT 企業に及び、開発案件の一時中断や延期、派遣
人材の引き上げ、自宅待機、テレワークによる在宅でのシステム開発業務の続
行等の要請が既に発生している。今後の発注元の動向や業績へのマイナスイン
パクトの大きさを心配する道内中小 IT 企業経営者が多い。経営基盤が脆弱な
道内の中小 IT 企業にとっての売上の急減は、企業の資金繰りを急激に逼迫さ
せ、事業の存続を危ぶむことにもつながる。今後、新型コロナウイルス感染拡
大が長期化した場合、脆弱な経営体質の多い道内の中小 IT 企業は 2〜 3ヶ月
で運転資金の枯渇が予測されることから、雇用を守るためにも、第 1四半期以
降の運転資金を融資や助成に頼らざるを得ない。2〜 3ヶ月前までは慢性的な
人手不足、人材不足が経営課題と言われていたが、新型コロナウイルスの感染
拡大を受け採用の様子見や採用抑制に舵を切る道内中小 IT 企業が増えてきて
いるだけでなく、賞与時期を控えてリストラや賃金抑制が現実的になってきて
いる。現状の従業員数で当分の間は乗り越えるという道内中小 IT 企業が増加
し、人手不足を解消するために、子育て中の女性を在宅勤務で採用する方向に
動いていた道内中小 IT 企業も、2月後半以降は中断している状態がほとんど
である。� （ソフトウェア／全道）

非製造業（卸・小売・商店街・サービス業）
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